
単位数 学年

主体的に学習に取り組む態度

・目的に応じて複数の種類のデータを収集し，散布

図や相関係数を用いて分析を行い，データの傾向を

判断したり，事象の特徴を表現したりしようとして

いる。

・不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥

当性について，実験などを通して判断したり，批判

的に考察したりしようとしている。

・前回の考査からここまでの授業

の様子や、課題・ノートの提出状

況と取り組み状況、振り返りシー

トの内容などをもとに評価する。

り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。

り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。

粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。

思考・判断・表現
・四分位範囲とは異なる散らばり具合の表し方につ

いて考察することができる。

・目的に応じて複数の種類のデータを収集し，散布

図や相関係数を用いて分析を行い，データの傾向を

判断したり，事象の特徴を表現したりすることがで

きる。

・不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥

当性について，実験などを通して判断したり，批判

的に考察したりすることができる。

・前回の考査からここまでの知識

や技能を使用して思考・判断し、

表現できるような応用的問題を出

して評価する。

解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすることができる。

知識・技能

・統計的探究プロセスを意識した問題解決の活動に

ついて理解している。

・データを整理して図や表に表すことや，データの

代表値を求めることができる。

・四分位範囲や箱ひげ図，分散や標準偏差を用いて

データの散らばり具合を比較することができる。

・2つの数量の関係を散布図や相関係数を用いて表す

ことができる。

・2つの数量の関係を散布図や相関係数を用いて表す

ことができる。

・仮説検定の考え方を理解している。

・前回の考査からここまでの知

識・技能問う基本的な問題を出し

て評価する。

どの基本的な統計量を求めたりすることができる。

科目名 単元 単元 単元

学年末考査 総合評価
数学Ⅰ

5章　データの分析

1節　データの分析

1　データの整理と分析

5章　データの分析

1節　データの分析

2　データの散らばり

3　相関関係

5章　データの分析

1節　データの分析

3　相関関係

4　データにもとづく考え方

・前回の考査からここまでの知識・技能問う基本的

な問題を出して評価する。

・前回の考査からここまでの知識や技能を使用して

思考・判断し、表現できるような応用的問題を出し

て評価する。

月 １２月 １月 ２月 ３月　　年間

主体的に学習に取り組む態度

・日常の事象や社会の事象の中に三角形を見いだ

し，三角比を利用して長さや角度を求めようとして

いる。

・前回の考査からここまでの授業

の様子や、課題・ノートの提出状

況と取り組み状況、振り返りシー

トの内容などをもとに評価する。

・身近な問題を論理的に考えることを通して，背理

法の考え方について考察しようとしている。

・前回の考査からここまでの授業の様子や、課題・

ノートの提出状況と取り組み状況、振り返りシート

の内容などをもとに評価する。

思考・判断・表現

・空間図形に含まれる三角形に着目して三角比や定

理等を活用し，図形の計量の問題について考察する

ことができる。

・前回の考査からここまでの知識

や技能を使用して思考・判断し、

表現できるような応用的問題を出

して評価する。

・身近なものを分類することを通して，集合の概念

について考察することができる。

・集合の包含関係に関連付けて，命題の真偽を考察

することができる。

・集合の包含関係に関連付けて，命題の真偽を考察

することができる。

・対偶や背理法を用いて命題を証明することができ

る。

・身近な問題を論理的に考えることを通して，背理

法の考え方について考察することができる。

知識・技能
・座標を利用して0°から180°までの角の三角比を

求めることができる。

・角が鈍角の場合も，三角比の相互関係を利用し

て，正弦，余弦，正接を求めることができる。

・180°-θの三角比の値を求めることができる。

・角が鈍角の場合でも，正弦定理，余弦定理，三角

形の面積の公式を用いて，辺の長さや三角形の面積

を求めることができる。

・前回の考査からここまでの知

識・技能問う基本的な問題を出し

て評価する。

・部分集合，共通部分，和集合，全体集合，補集合

などの集合の表し方や用語を，図を用いて理解し，

記号を使って表すことができる。

・命題の真偽を調べたり，偽である場合には反例を

あげたりすることができる。

・必要条件や十分条件の意味や記号について理解し

ている。また，条件の否定を述べることができる。

・命題の逆，裏，対偶について，基礎的な知識を身

につけている。

・前回の考査からここまでの授業の様子や、課題・

ノートの提出状況と取り組み状況、振り返りシート

の内容などをもとに評価する。

１２月

数学Ⅰ

3章　三角比

2節　三角比の応用

4　三角比と座標

3章　三角比

2節　三角比の応用

5　三角比の相互関係

6　鈍角の三角比と計量

4章　集合と論証

1節　集合と論証

1　集合

2　命題と集合

4章　集合と論証

1節　集合と論証

2　命題と集合

3　命題と証明

科目名 単元 単元

中間考査

単元 単元

期末考査

月 ７月 ９月 １０月 １１月

主体的に学習に取り組む態度

・日常の事象や社会の事象などを相似な三角形と関

連付けて捉え，相似を利用して問題を解決したり，

解決の過程を振り返って直角三角形の辺の比の数学

的な特徴を考察したりしようとしている。

・日常の事象や社会の事象の中に直角三角形の辺や

角を見いだし，三角比を利用して長さや角度を求め

ようとしている。

・三角比の表から，90°-θの三角比について考察し

ようとしている。

・ここまでの授業の様子や、課

題・ノートの提出状況と取り組み

状況、振り返りシートの内容など

をもとに評価する。

・三角形の辺や角の関係から，余弦定理について考

察しようとしている。

・三角形の辺や角の関係から，余弦定理について考

察しようとしている。

７月

期末考査

思考・判断・表現

・日常の事象の中に三角形を見いだし，相似を利用

して問題を解決することができる。

・日常の事象や社会の事象の中に直角三角形の辺や

角を見いだし，三角比を利用して長さや角度を求め

ることができる。

・三角比の表から，90°-θの三角比について考察す

ることができる。

・ここまでの知識や技能を使用し

て思考・判断し、表現できるよう

な応用的問題を出して評価する。

・三角形の辺や角の関係から，余弦定理について考

察することができる。

・三角形の辺や角の関係から，余弦定理について考

察することができる。

知識・技能

・正接，正弦，余弦の意味を理解し，直角三角形に

おいて，その値を求めることができる。

・三角比の表を活用して三角比の値や角度を求める

ことができる。

・直角三角形の辺の長さや角度を，三角比を利用し

て求めることができる。

・三角比の相互関係を利用して，いろいろな角の正

弦，余弦，正接を求めることができる。

・90°-θの三角比の値を求めることができる。

・ここまでの知識・技能問う基本

的な問題を出して評価する。

・正弦定理を理解し，定理を利用して三角形の辺の

長さや外接円の半径を求めることができる。

・余弦定理を理解し，定理を利用して三角形の辺の

長さや角の大きさを求めることができる。

・余弦定理を理解し，定理を利用して三角形の辺の

長さや角の大きさを求めることができる。

・三角形の面積の公式を理解し，与えられた辺の長

さと角の大きさから三角形の面積を求めることがで

きる。

・前回の考査からここまでの知識・技能問う基本的

な問題を出して評価する。

・前回の考査からここまでの知識や技能を使用して

思考・判断し、表現できるような応用的問題を出し

て評価する。

単元

数学Ⅰ

3章　三角比

1節　鋭角の三角比

1　鋭角の三角比

2　三角比の利用

3章　三角比

1節　鋭角の三角比

3　三角比の相互関係

3章　三角比

2節　三角比の応用

1　正弦定理

2　余弦定理

3章　三角比

2節　三角比の応用

2　余弦定理

3　三角形の面積

月 ４月 ５月 ６月

科目名 単元 単元

中間考査

単元

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)　数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)　命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を

表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断した

りする力を養う。

(3)　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

◇科目の観点別評価の目標

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則

を体系的に理解している。

・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりすることに関

する技能を身に付けている。

・命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したり

する力を身に付けている。

・図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現す

る力を身に付けている。

・関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付

けて考察する力を身に付けている。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判

断しようとしたりしている。

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

東書　Essence Buddy CATCH　数学Ⅰ

◇科目の概要と目標

令和５年度　シラバス　【数学】

科目名 使用教科書 使用副教材

数学Ⅰ 2 2
東書　数Ⅰ703　数学Ⅰ　Essence


